
介
護
保
険
は
、
介
護
が
必
要
に
な

っ
た
方
が
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
、
み
ん
な
で
支
え

て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

介
護
保
険
料
は
、
４０
歳
以
上
の
方

全
員
が
納
め
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
４０
歳
〜
６４
歳
の
人
は
加
入
さ
れ

て
い
る
医
療
保
険
と
併
せ
て
納
め
、

６５
歳
以
上
の
方
は
年
金
か
ら
の
天
引

き
（
特
別
徴
収
）
ま
た
は
、
市
か
ら

送
ら
れ
た
納
入
通
知
書
で
の
納
付

（
普
通
徴
収
）
の
２
通
り
の
納
め
方

が
あ
り
ま
す
。

納
め
て
い
た
だ
い
た
保
険
料
は
、

公
費
と
と
も
に
介
護
保
険
を
支
え
る

大
切
な
財
源
と
な
り
ま
す
の
で
、
忘

れ
ず
に
納
付
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

６５
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
は
、
平

成
１８
年
度
か
ら
変
更
に
な
り
ま
す
。

１８
年
度
〜
２０
年
度
に
必
要
な
介
護
サ

ー
ビ
ス
費
用
が
ま
か
な
え
る
よ
う

に
、
市
町
村
ご
と
に
保
険
料
の
基
準

額
が
決
め
ら
れ
、
そ
の
基
準
額
を
も

と
に
、
本
人
や
家
族
の
所
得
に
よ
っ

て
保
険
料
が
決
め
ら
れ
ま
す
。
（＝

下
表
）
な
お
、
１８
年
度
〜
２０
年
度
の

基
準
額
は
３
６
、
０
０
０
円（
年
額
）

で
す
。

６
月
か
ら
普
通
徴
収
の
方
の
納
付

が
始
ま
り
ま
す
。
中
旬
に
納
入
通
知

書
が
送
ら
れ
て
来
ま
す
の
で
、
お
近

く
の
金
融
機
関
で
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。
納
期
は
６
月
か
ら
翌
年
の
１
月

ま
で
８
回
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

※
次
の
よ
う
な
方
が
普
通
徴
収
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

・
支
給
さ
れ
て
い
る
年
金
の
額
が
年

額
１８
万
円
未
満
の
方

・
平
成
１８
年
４
月
２
日
以
降
に
６５
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
た
方

・
他
の
市
町
村
か
ら
匝
瑳
市
に
転
入

し
て
き
た
方

・
家
族
や
本
人
の
所
得
が
変
更
に
な

っ
た
方

・
恩
給
受
給
者

※
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替

お
忙
し
い
方
、
な
か
な
か
外
出
が

で
き
な
い
方
は
、
口
座
振
替
を
利
用

す
る
と
便
利
で
す
。

手
続
き
は
口
座
の
あ
る
金
融
機

関
、
郵
便
局
な
ど
に
通
帳
届
出
印
、

通
帳
、
納
入
通
知
書
を
持
参
し
、
窓

口
で
申
し
込
み
ま
す
。

な
お
、
口
座
の
残
高
が
足
り
な
い

と
引
き
落
と
し
が
で
き
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
残
高
を
確
認

す
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

特
別
徴
収
の
方
は
、
年
金
の
支
払

い
月
に
年
６
回
に
分
け
て
保
険
料
が

天
引
き
さ
れ
ま
す
。
介
護
保
険
法
の

改
正
に
よ
り
、
平
成
１８
年
度
か
ら
遺

族
年
金
や
障
害
年
金
も
天
引
き
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
年
金
か
ら
天
引
き

に
な
る
方
に
は
、
６
月
に
「
介
護
保

険
料
特
別
徴
収
開
始
通
知
書
」
が
送

ら
れ
ま
す
の
で
、
金
額
や
天
引
き
さ

れ
る
月
日
等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

平
成
１７
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り

市
民
税
非
課
税
者
か
ら
課
税
者
と
な

り
、
所
得
段
階
が
上
が
っ
た
方
に
対

し
て
は
、
保
険
料
負
担
の
急
増
を
避

け
る
た
め
、
平
成
１８
年
度
か
ら
一
定

期
間
緩
和
措
置
を
行
い
ま
す
。

介
護
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
全
額
支
払
い

（
通
常
は
利
用
料
の
１
割
が
自
己
負

担
）、給
付
の
一
時
差
止
め
、
利
用
者

負
担
額
が
１
割
か
ら
３
割
に
上
っ
た

り
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
給
付

が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し
ま

す
。災

害
や
扶
養
者
の
方
の
失
業
な
ど

で
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
は
、
高
齢
者
支
援
課
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
班

�
７３
・
０
０
３
３

試
験
日
…
１０
月
２２
日（
日
）

１０
時
〜
１２
時

受
験
資
格

…
医
療
・
保
健
・
福
祉
分

野
の
有
資
格
者
で
一
定
期

間
以
上
の
実
務
経
験
者

申
込
書
配
布
期
間
…
７
月

１２
日
（
水
）
〜
８
月
４
日

（
金
）

申
込
書
配
布
場
所

…
匝
瑳
市
社
会
福
祉
協
議

会
、
高
齢
者
支
援
課
、
野

栄
総
合
支
所
保
健
福
祉
室

申
込
受
付
期
間
…
７
月
１８
日（
火
）

〜
８
月
５
日（
土
）消
印
有
効

※
簡
易
書
留
に
よ
る
郵
送
の
み
の
受

け
付
け
で
す
。

問
県
社
会
福
祉
協
議
会

�
０
４
３
・
２
０
４
・
１
６
１
０

募
集
人
員
…
介
護
老
人
保
健
施
設
相

談
員
・
１
人
程
度

応
募
資
格
…
社

会
福
祉
士
お
よ
び
介
護
支
援
専
門
員

の
資
格
を
有
す
る
者

応
募
方
法
…

自
筆
履
歴
書
（
写
真
添
付
）、成
績
証

明
書
、
卒
業
証
明
書
お
よ
び
資
格
免

許
証
（
写
し
）
を
持
参
ま
た
は
郵
送

締
切
日
…
６
月
３０
日（
必
着
）

採
用

試
験
…
７
月
中
旬
（
詳
細
は
直
接
通

知
）
試
験
内
容
…
書
類
審
査
、
筆
記

試
験
、面
接
、健
康
診
断

※
勤
務
時

間
、
待
遇
は
問
い
合
わ
せ
を
。

問
総
合
病
院
国
保
旭
中
央
病
院
シ
ル

バ
ー
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
�
６３
・
８
１
１

１

※
書
類
提
出
先
は
同
病
院
総
務

課
（
〒
２
８
９・

２
５
１
１
旭
市
イ

の
１
３
２
６
番
地
）

◆

保

険

料
介
護
保
険
料
納
付
の

大
切
な
お
知
ら
せ
で
す

◆
普
通
徴
収

◆
激
変
緩
和
措
置

◆

特

別

徴

収

◆
保
険
料
を
納
め
な
い
場
合

千葉県介護支援専門員
実務研修受講試験

国
保
旭
中
央
病
院
職
員
募
集

保険料額

１８，０００円

１８，０００円

２７，０００円

３６，０００円

４５，０００円

５４，０００円

対象となる方

生活保護受給者および老齢福祉年金受給者で、世帯全員が市民税非課税の方

世帯全員が市民税非課税の方で、本人の所得と年金収入の合計が８０万円以下の方

世帯全員が市民税非課税の方で、第２段階に該当しない方

世帯の誰かに市民税が課税されているが、本人は市民税非課税の方

本人が市民税課税されていて、前年の合計所得金額が２００万円未満の方

本人が市民税課税されていて、前年の合計所得金額が２００万円以上の方

所得段階

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階
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改
修
さ
れ
た
飯
高
寺
講
堂
に
３
月

上
旬
、
タ
イ
コ
（
太
鼓
）
の
音
が
響

き
わ
た
り
ま
し
た
。
こ
の
日
、
銚
子

か
ら
多
古
に
か
け
て
の
日
蓮
宗
寺
院

の
信
徒
が
一
同
に
集
ま
り
、
タ
イ
コ

を
打
ち
鳴
ら
し
、
お
経
（
題
目
・
だ

い
も
く
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
）
を

と
な
え
る
、
「
題
目
講
」
と
い
う
行

事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
お
寺
で
は
、
題
目
講

が
組
織
さ
れ
決
め
ら
れ
た
日
に
集
ま

り
行
事
を
続
け
て
い
ま
す
。
今
回
の

よ
う
に
周
辺
の
題
目
講
が
集
ま
っ
て

一
緒
に
行
う
こ
と
を
「
飯
高
組
大
題

目
講
」
と
い
い
ま
し
た
。
そ
の
中
心

と
な
る
人
を
講
元
、
講
長
と
い
い
、

１
９
０
８
（
明
治
４１
）
年

か
ら
昭
和
５３
年
ま
で
の
７０

年
間
、
７１
代
の
講
元
名
簿

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
飯

高
組
に
は
旧
八
日
市
場
市

飯
高
地
区
だ
け
で
な
く
、

方
田
や
川
島
、
玉
造
な
ど

多
古
町
、
鏑
木
や
万
力
な

ど
旧
干
潟
町
か
ら
旧
山
田

町
の
小
川
に
か
け
広
い
地

域
の
集
落
が
参
加
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近

で
は
途
絶
え
て
い
ま
し
た
。

題
目
講
の
タ
イ
コ
の
た

た
き
方
は
ど
こ
の
講
で
も

ほ
ぼ
同
じ
で
す
が
、
中
に

は
「
曲
打
ち
」
と
い
っ
て

変
化
の
あ
る
打
ち
方
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て

尋
ね
ら
れ
ま
し
た
が
、
記

録
に
残
る
も
の
は
な
く
、

各
題
目
講
が
競
っ
て
タ
イ

コ
を
た
た
く
う
ち
に
芸
に
す
ぐ
れ
た

者
が
自
然
発
生
的
に
始
め
た
も
の
で

し
ょ
う
。

現
在
に
つ
な
が
る
題
目
講
は
１
６

４
０
年
の
飯
高
村
が
も
っ
と
も
古

く
、
日
蓮
の
５
０
０
遠
忌
（
お
ん
き

・
年
忌
）
に
あ
た
る
１
７
８
１
年
こ

ろ
に
は
市
域
の
ほ
と
ん
ど
の
村
ご
と

に
題
目
講
が
結
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

日
蓮
宗
で
は
、
個
人
が
手
に
持
っ

て
た
た
く
「
う
ち
わ
太
鼓
」
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

タ
イ
コ
は
神
楽
や
お
祭
り
、
盆
踊

り
な
ど
に
は
欠
か
せ
ぬ
も
の
で
す

が
、
カ
ネ
（
鉦
）
も
同
様
で
す
。
祇

園
祭
な
ど
の
囃
子
（
は
や
し
）
で
は

「
当
た
り
鉦
・
す
り
鉦
」が
使
わ
れ
、

鳴
ら
し
方
で
多
彩
な
音
色
が
出
る
こ

と
か
ら
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

カ
ネ
は
ま
た
念
仏
講
な
ど
の
仏
教

行
事
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
造
ら
れ
た
年
号
や
寄
付
し
た
者

の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
例
は
少
な
く

歴
史
を
語
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
太
鼓
で
は
平
成
９
、
１２
年

に
ア
メ
リ
カ
公
演
し
、
現
在
で
も
年

間
３０
公
演
を
こ
な
す
と
い
う
「
の
さ

か
太
鼓
」
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
４
年
に
旧
野
栄
町
に「
和
太
鼓
」

響
き
の
楽
団
と
し
て
結
成
さ
れ
ま
し

た
。今

回
の
大
題
目
講
に
よ
っ
て
、
曲

打
ち
が
復
活
さ
れ
る
と
聞
き
ま
す
。

の
さ
か
太
鼓
と
と
も
に
継
承
さ
れ
る

こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

問
八
日
市
場
図
書
館
�
７３
・
３
７
４
６

カ
ネ
と
タ
イ
コ

曲打ちの様子（写真中央上）

たばこが健康に悪いことは喫煙者もあ
る程度分かっていて、害を少なくしよう
と、いわゆる「軽いたばこ」に切り替え
る人がいます。１ｍｇ、マイルド、ライ
トなど有害性が少ないことをアピールす
るようなネーミングをして、売り上げを
伸ばそうとするたばこ会社の販売戦略に
まんまとひっかかっているのです。
軽いたばこのからくりをお教えしまし
ょう。このたばこのフィルターの横には

小さい穴（側孔）が多く開いていて、ニ
コチンやタールの量を機械で測定すると
きに、そこから空気が吸い込まれて測定
値が低くなるようになっているだけで、
たばこの中身は変わりません。実際に喫
煙するときには側孔は唇や指でふさがれ
ていますので、機械で測定する以上の有
害物質が肺に吸い込まれることになるの
です。
また、身体が要求するニコチンの量は
決まっていますので、軽いたばこだと深
く吸ったり本数が増えたりしがちで、逆
に吸い込む有害物質が増えてしまうこと
にもなるのです。
ライトやマイルドだからといって害が
少ないのではないのです。たばこの広告
も美しい風景やすてきなモデルの写真が
使われ、さわやかさをイメージさせよう
としていますが惑わされてはいけませ
ん。

病気と治療
あれこれ

知っていますか？
たばこの害（５）

国保匝瑳市民病院
院長 菊地 紀夫

④
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